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２ 研究の実際 
 

(10) 検証授業の分析(中学１年) 

 

ア 事前実態調査(対象生徒：中学１年33名) 

   生徒の〔共通事項〕の理解と交流活動に関する意識を把握するために、検証授業(全３時間)の

前（７月）と、後（11月）に実態調査(質問紙調査・鑑賞テスト)を実施しました。 

 

(ｱ) 〔共通事項〕の理解と交流活動に対する意識についての質問紙調査 
質問紙調査では、交流活動に対する意識について質問を２つ（質問１、質問２）、生徒がどれ

くらい〔共通事項〕について理解しているかを調査するための質問を１つ（質問３）を行いま

した。生徒には〔共通事項〕のことを分かりやすく伝えるため、『音楽の要素』という文言を使

い、「『音楽の要素』とは、音楽を形づくっているいろいろな音楽のもと」だと説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 音楽の特徴を捉えて聴き取ったことを文章にする鑑賞テスト 

    鑑賞テストでは、「夏」(ヴィヴァルディ作曲)の曲の紹介文を書かせました。曲の特徴を紹介

する文を〔共通事項〕の言葉を使って書くように条件を出しました。生徒には〔共通事項〕のこ

とを「音楽の要素を表す言葉」という文言を使って説明しました。また、このテストは評価には

関係ないことを伝えるため、「鑑賞調査」という言葉で調査を行いました。 

鑑賞調査 

今からヴィヴァルディ作曲「夏」という曲を聴きます。曲は２回流します。 

聴きながら、この曲を聴いたことがない友だちに、この曲の特徴を紹介する文を書いてもらいま

す。次の条件に従って書いてください。 

 

 

 

 

 

 

＜条件＞ 
◯音楽の要素を表す言葉を、下から２つ以上使って書いてください。 
   音色     リズム     速度 
   旋律     テクスチュア  強弱 
   形式     構成 

質問１ 

音楽を聴いて感じたことや思ったことを書くことは好きですか。 

①から④の中で自分の気持ちに一番近いものを一つえらんで、○をつけてください。 

①好き ②どちらかといえば好き ③どちらかといえば嫌い ④嫌い 

質問２ 
音楽を聴いて感じたことや思ったことを、友達に話すことは好きですか。 

①から④の中で自分の気持ちに一番近いものを一つえらんで、○をつけてください。 

①好き ②どちらかといえば好き ③どちらかといえば嫌い ④嫌い 

質問３ 
次の『音楽の要素』の中で『言葉を知っていてどんなことか説明できるもの』には◎、『言葉は知

っているが、説明できないもの』には○、『その言葉を知らないというもの』には△を書いてくだ

さい。 
◎を書いたところは、その『音楽の要素』がどんなことか説明してみましょう。 
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抽出生徒(Ａ児・Ｂ児・Ｃ児)の事前調査の結果 
抽出生徒(７月の質問紙調査より) 

抽出生徒 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

音楽を聴いて感じたこ

とや思ったことを書く

ことは好きか。 

どちらかといえば好き 好き どちらかといえば好き 

音楽を聴いて感じたこ

とや思ったことを友達

に話すことは好きか。 

どちらかといえば好き どちらかといえば好き 好き 

「音楽の要素を表す言

葉」の中で、言葉の意

味を知っていて、正し

く説明できたもの 

２ ２ ２ 

鑑賞テスト 

ヴィヴァルディ作曲

「夏」を聴き、「音楽

の要素を表す言葉」を

使って紹介文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 検証授業(全３時間)での抽出生徒の鑑賞の能力と関心・意欲・態度の分析 

(ワークシートの記述より) 
Ａ児の変容 

１時目「春」 ３時目「冬」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

①「春」１楽章Ａを聴いて思い浮かんだ情景 

兵士が並んで行進しているようだった。 

②それは音楽のどんなところからか 

「音色」…楽器の響きがよかった。 

「旋律」…強弱がはっきりしていた。 

「テクスチュア」…一定のところからはずれたりし 

ていたのが良い。 

①「冬」１楽章を聴いて思い浮かんだ情景 

やさしいところとはげしいところがあった。嵐の

日。勇ましい。 

②それは音楽のどんなところからか 

「音色」…高いところ、低いところがあった。 

「旋律」…次の音との間が短い。 

「テクスチュア」…高い音と低い音の重なりで絶

妙。 

思い浮かんだ情景とその根拠を記述できていますが、テ

クスチュアの記述は、旋律と混同しているような記述が

見られます。 

思い浮かんだ情景とその根拠を記述できています。テク

スチュアは高い音と低い音というように、高音の旋律と

低音の旋律の重なりを聴き取ることができています。 

Ｂ児の変容 
１時目「春」 ３時目「冬」 
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①「春」１楽章Ａを聴いて思い浮かんだ情景 

明るく元気にダンスをしているよう。 

おだやかなイメージ。 

②それは音楽のどんなところからか 

「音色」…それぞれの楽器の響きが明るかった。 

「旋律」…高くなったり、少し低くなったり。   

強弱がはっきりしていた。 

「テクスチュア」…記述なし。 

①「冬」１楽章を聴いて思い浮かんだ情景 

勇ましい。嵐の日。死にそうなとき。 

②それは音楽のどんなところからか 

「音色」…力強い感じ。だんだん強くなる。低くな

ったり、高くなったりした。 

「旋律」…音がだんだん上がっていく。短調。 

「テクスチュア」…記述なし。 

思い浮かんだ情景とその根拠について記述できていま

す。旋律の「音は高くなったり、低くなったり」という

のは強弱と間違えて記述していると考えられます。 

思い浮かんだ情景とその根拠について記述できていま

す。旋律の「音がだんだん上がっていく」というのは強

弱と間違えて、だんだん楽器が加わっていくことを表し

ていると考えられます。第１時の授業で旋律の解説の際

に触れた、短調を知覚できています。 

Ｃ児の変容 
１時目「春」 ３時目「冬」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

①「春」１楽章Ａを聴いて思い浮かんだ情景 

野原。おだやかな朝。 

②それは音楽のどんなところからか 

「音色」…明るくて、全体に響いている。 

「旋律」…はずんでいる。 

「テクスチュア」…強い音。弱い音。 

①「冬」１楽章を聴いて思い浮かんだ情景 

嵐のような感じ。悪魔から逃げている。ヴァイオリ

ンの音が足音みたい。雪の中でトナカイがそりをひ

いている。 

②それは音楽のどんなところからか 

「音色」…ヴァイオリンのひくのが速い。 

「旋律」…記述なし 

「テクスチュア」…だんだん強くなっていく。重な

り。 

思い浮かんだ情景とその根拠を記述できています。テク

スチュアの「強い音、弱い音」という記述は、強弱のこ

とを書いていると考えられ、テクスチュアの意味がよく

理解できていないと考えられます。 

思い浮かんだ情景とその根拠を記述できています。感受

の記述は１時目よりもより自由にたくさん記述できてい

ます。また、テクスチュアの意味が少し理解できてきて

いるのではないかと考えられる記述が見られます。 

 

ウ 抽出生徒の変容(事前調査と事後調査の比較) 
Ａ児 

 事前 事後 

書くこと どちらかといえば好き どちらかといえば好き 

話すこと どちらかといえば好き どちらかといえば好き 

正しく記述できた「音

楽の要素を表す言葉」 

２ ２ 

記述していた「音楽の

要素を表す言葉」 

音色、速度、リズム 速度、強弱 
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鑑
賞
テ
ス
ト 

知覚の記述 有 有 

感受の記述 有 有 

言葉の間違い 有 有 

実際の記述  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変容 事前調査では、音楽を表す言葉(音色、強弱、速度、リズム)に着目して聴

き取ったことを記述していますが、「強弱が大きい」「リズムがよい」など

あいまいな表現が見られます。事後調査では「最初は弱いところから入っ

て、時間がたつたびに音が強くなっていった」「リズムがとても迫力があっ

た」と具体的な記述が見られます。 

 

Ｂ児 

 事前 事後 

書くこと 好き どちらかといえば好き 

話すこと どちらかといえば好き どちらかといえば好き 

正しく記述できた「音

楽の要素を表す言葉」 

２ ６ 

記述していた「音楽の

要素を表す言葉」 

速度、強弱、リズム 音色、旋律、強弱、形式 

鑑
賞
テ
ス
ト 

知覚の記述 有 有 

感受の記述 無 無 

言葉の間違い 有 無 

実際の記述  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変容 事前調査では、「速いリズム」という記述が見られ、速度と間違ってい

ると考えられる記述が見られます。事後調査では、「同じ旋律が何度も

繰り返されていた」と授業で扱ったことに気付き、音の高低や音色に関

することも正しく記述することができています。 

 
Ｃ児 

 事前 事後 

書くこと どちらかといえば好き どちらかといえば好き 

話すこと 好き 好き 

正しく記述できた「音

楽の要素を表す言葉」 

２ ４ 



平成 27 年度 小・中学校音楽科 

検証授業の分析(中学１年)－5          佐賀県教育センター 

事前 事後

音色 10 11

旋律 0 3

テクスチュア 0 2

形式 0 3

記述していた「音楽の

要素を表す言葉」 

速度、強弱、リズム 速度、強弱、形式 

鑑

賞

テ

ス

ト 

知覚の記述 有 有 

感受の記述 無 有 

言葉の間違い 無 無 

実際の記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変容 事前調査、事後調査ともに、強弱と速度を関連付けて捉えることができて

います。事前調査では知覚の記述だけしか見られませんが、事後調査で

は、知覚したことと感受したことを関連させて記述できています。また、

授業で扱ったリトルネッロ形式を知覚することができ、正しく記述できて

います。 

 

 

 

 

エ 学級全体における鑑賞の能力と関心・意欲・態度の変容 

 

(ｱ) 検証授業(全３時間)における変容 

検証授業３時間を通して、〔共通事項〕の

「音色」「旋律」「テクスチュア」「形式」を

扱いました。図６は検証授業前後の変容を

表したグラフです。検証授業前は、「速度

(３%)」と「強弱(56%)」の２項目の記述しか

見られませんでした。しかし、検証授業後は、

「速度」は３%→18%に、「強弱」は56%→68%

にいずれも増加しました。また、表８のよ

うに、授業で扱った「音色」「旋律」「テクス

チュア」「形式」については、記述している

回数が増加しました。特に、「テクスチュア」

は今回の授業で初めて耳にした言葉だったよ

うでしたが、既習の合唱曲の旋律を具体的に示して説

明したり、「春」のスコアを提示しながら各パートの

旋律を聴かせたり、視覚と聴覚を関わらせて説明する

ことによって、言葉をきちんと理解することにつなが

ったようでした。 

「音色」「旋律」は小学校の〔共通事項〕と共通し

ている事項で、「テクスチュア」「形式」については、

言葉は変わっているものの小学校から扱われているも

のなので、小学校からの学習を積み上げることは大切

だと考えます。 

図６ 「音楽の言葉」の意味を正しく記述で 

きている割合 

表８ 正しく「音楽の言葉」を使

っている回数 
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(ｲ) 事前調査・事後調査における変容 

図７は、質問１「音楽を聴いて感じ

たことや思ったことを書くこと」の事前

事後を比較したグラフです。「好き」「ど

ちらかといえば好き」と回答した生徒が、

事前調査では82％だったのに対し、事後

調査では64％と減少しています。今回行

った鑑賞の授業では、「音楽を聴いてど

のような情景をイメージしたか」「それ

は音楽のどんなところからか」と根拠を

述べる活動を３時間通して行いました。

根拠の中には、今回初めて耳にした「テクスチュア」や、聴いたことはあるが正しく理解できて

いない「音色」「旋律」等の言葉を用いて書くことが求められ、そのことに困難を感じた生徒が

見受けられました。授業の回数が増すごとに、着実に言葉を使って書く力はついてきましたが、

そのことに「好き」「楽しい」と感じさ

せるには至らなかったと感じています。 

図８は質問２「音楽を聴いて感じた

事や思ったことを友達に話すこと」の事

前事後調査のグラフです。「好き」「どち

らかといえば好き」と回答した生徒が、

事前調査では68％だったのに対し、事後

調査では55％と減少しています。これま

で、音楽の授業でグループでの話合い活

動があまり行われておらず、今回音楽の授業で男女混合グループでの形態で話合い活動をするこ

とに抵抗を感じる生徒もいたことが考えられます。しかし、事後調査で「音楽を聴いて感じたこ

とや思ったことを友達に話したり、友達の考えを聴いたりした感想を書いてください」という質

問をしたところ、「友達と話し合うことで、より音楽のことを深め合うことはとてもいいことだ

と思いました。音楽はこんなにも深いものなのだなと思いました」「あまりしていない経験なの

でいい経験になりました」「自分が感じたことを言ったりすることはあまりなかったのでちょっ

とはずかしかった」「一人一人思っていることや感じたことが違っていておもしろいと思いまし

た」「自分と違うことを感じたという人や自分と同じことを感じた人などがいてそれを知れてよ

かった」「いろんな感じ方があるのだと分かりました」「自分の意見とは違った意見にふれて感心

することも多かった」等の回答があり、話合い活動によって、得られた成果は大きかったと考え

ます。今後、交流活動を小中連続して、たくさん取り入れていくことによって、より活発な交流

活動へと発展し、音楽を「好き」「楽しい」と感じる生徒が増えていくのではないかと考えます。 

   

図８ 音楽を聴いて感受したことを話すことへの意識 

図７ 音楽を聴いて感受したことを書くことへの意識 


